
　　　　　　

■本館 本館・ぷらっと窓口 ３８４－０２０２

【火・土曜日】 10:00～19:00 江別分館 ３８５－１３７２

【水・木曜日】 10:00～21:00 大麻分館 ３８７－１６３４

【金・日曜日】 10:00～17:00 豊幌小学校 ３８３－４４８６

■江別分館・大麻分館 江別太小学校 ３８２－２６００

【火～日曜日】 10:00～17:00   ぷらっと窓口、豊幌小学校図書館、江別太小学校図書館

  の開館曜日、開館時間はお問い合わせください。

開
館
時
間

情報図書館だより2022

3月
通巻383号 江別市情報図書館：江別市野幌末広町７番地

http://www.lib.city.
ebetsu.hokkaido.jp/

江別市情報図書館

ホームページ

江別市情報図書館

Facebook

デザインのひきだし編集部／編

(グラフィック社)

『印刷・紙もの、工場見学記』

グラフィック社編集部／編

(グラフィック社)

『本づくりの匠たち』

本はどのように作られて、私たちの手元に届いているのでしょう。

工場や匠の技を覗いてみませんか。

知れば本をもっと好きになるかもしれません。

知ってる？持ってる？

「えべチュン読書ノート」

図書館で借りた本、学校で借りた本、

自分の大切な本など、読んだ本をど

んどん書いて記録しよう！

全部記録したら、えべチュンのしお

りがもらえます。

５０冊と、１００冊用があります。

カウンターでお問い合わせください

３月の
休館日

月曜日

7日 14日

21日 28日

図書整理日

第４金曜日 25日

子どもも大人も

お渡しします！

稲葉 茂勝／文

(ミネルヴァ書房)

全3巻

１巻 調べよう! 文字のはじまりと本の歴史

２巻 見てみよう! 知っているようで知らない｢本｣

３巻 もっと知りたい! 本が読者にとどくまで

『本のことがわかる本』

本は水分に弱く、水に濡れたり湿気を帯びたりすると変形し、乾いても元に戻りま

せん。カビが生えてしまい他の方が利用できなくなることがあります。雨や雪の日は

特にお気を付けください。背表紙を上にしてカバンに入れる、口のしまるカバンに入

れる、ビニール袋で包むなど、小さな対策で気持ちよく本を読みましょう。

本・雑誌などの水濡れにご注意ください！



分野 書名 著者名 分野 書名 著者名

情報
いちばんやさしい60代からのiPhone
13/13 Pro/13 Pro Max/13 mini

増田 由紀 将棋 観る将のための将棋ガイド 山口 絵美菜

歴史 人類の歴史をつくった17の大発見
コーディー・
キャシディー

詩歌 子供の詩の庭
ロバート・ルイス・
スティーヴンソン

地理
地図でスッと頭に入るアジア25の
国と地域

井田 仁康
／監修

すごいトシヨリ散歩 池内 紀

経済
あなたとSDGsをつなぐ「世界を正
しく見る」習慣

原 貫太 もういちど、あなたと食べたい 筒井 ともみ

動物 ゾウが教えてくれたこと 入江 尚子 世界でいちばん弱い妖怪 キム ドンシク

医学
図解ウイルスと除菌のことがよく
わかる! 本

内海 洋 蛇口
シルビナ・
オカンポ

料理 焼くだけで絶品グリルレシピ 武蔵 裕子 名前だけでもおぼえてください 風 カオル

住まい 簡単得する暮らしのお手入れ
便利屋つばさ
／監修

弔い月の下にて 倉野 憲比古

園芸 おいしい果樹の育て方
野田 勝二
／監修

日々のきのこ 高原 英理

落語
いまだから語りたい昭和の落語家
楽屋話

三遊亭 好楽 特許やぶりの女王 南原 詠

 ※最近入った本の一部です

エッセイ

小説

　　

新 着 図 書 案 内

この本がおすすめ！

◆児童室特集コーナー 3月24日まで

◆不要雑誌の無料提供

◆エントランス展示 3月24日まで

あったかい

◆特集コーナー ３月24日まで

3月の更新日 ２6日（土）

『北海道縦断徒歩の旅絵日記』

長坂 清臣／著 （文芸社）

日本最北端の宗谷岬から北海道最南

端の白神岬を経て松前町までを、手帳

とシャープペンシルだけで記録する徒

歩の旅。江別市も登場する。

あったかい食べ物やお風呂等の絵本・読み物をあつめました。

『とうもろこし倉の幽霊』

R.A.ラファティ／著 （早川書房）

少年２人が、とうもろこし倉の幽霊の存在

を確かめようとする表題作をはじめ、全篇初

邦訳のラファティの奇妙で不思議な全９篇。

「札幌オリンピック冬季大会１９７２ 公式ガイド

ブック」などを展示しています。

ポケットミステリー

あなたはこのミステリーを読んだことがありますか？

『教養としての「日本列島の地形と地質」 』

橋本 純／著 （PHP研究所）

地質学を大学院まで学び、建設コンサルタントと

して２０年働いてきた著者の豊富な経験と知識溢れ

るわかりやすい解説で、楽しく理解しながら読み進

めることができる。著者は、防災の観点からも地形

と地質の知識が欠かせないものとして、多くの人に

その知識を知ってもらうことが大切だと述

べている。

４７都道府県から、特徴がある地域が取

り上げられ、地形の成り立ちを見比べるこ

とも面白い。地形学から地質学、そして

自然災害と、興味がかき立てられる１冊だ。

札幌五輪から５０年


